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東日本大震災はあらゆる方面に甚大な被害をもたらしま
した。それは出版の世界も例外ではありません。家族を失い、暮らしの場を根こそぎ奪われた方の痛みからすれば小さなことでしょうが、東北地方の紙の製造ラインが打撃を受けたために、首都圏でも本や雑誌 公刊計画が立ち行かなくなっ 出版社がでました。それに、書籍を受け入れる市場から、 東北地方の一定の部分が一時的に 「消えてしまった」という事情も、構造的な出版不況に追い打ちをかけました。　
しかし、震災が出版という営みに及ぼした作用 、もっ
と深いところにも及んでいるのかもしれません。こ 一年に頻繁に耳にし のは、三月一一日以後 それま 当り前のように受け入れていたことや 何となく考えていたことが、すっかり色あせて、妥当性を失ってしまっ 気がするというつぶやきでした。震災は社会の自己理解に だか
らそれを言葉に表現する出版の営みにも、断絶の感覚をもたらしたのです。　
災害をめぐる認識に関して、よく一八世紀半ばのリスボ
ン地震が引用さ ます。一七五五年にポルトガルの首都を襲った大地震と大津波は、同時代の知識人の発想に決定的な痕跡を残しています。カトリックの信仰篤いリスボンの地に、よりによっ 神はなぜ、何の予兆もなし これほど説明のつかない災厄をもた したのか、いったいその御意志とは何なの 、という神義論と呼ばれる問題も生まれたのです。　
たとえば、哲学者のカントはそのとき三〇歳くらいで、
これから大学の私講師として教え始めよう いう時期でした。か は直接地震についての三つの論考を書いただけでなく、人間の想像力の及ばな 突然世界が破れ、 向こうに異様な相貌の圧倒的な現実が出現する瞬間を、 『判
岩崎
 稔
災厄の経験を思考するために
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断力批判』のなかで崇高の観念として考察することになります。カント以外にも、ヴォルテールなど、災厄の経験を思考するという経験は同時代に普遍的なものでした。その意味で、今回のよ に、震災による一種の思考停止や、何か新奇で異様なも の前 立ちつくすという経験も、これからの世界の理解に って重要な転機になるかもしれません。　
もっとも、何かが変わったという感覚の深刻さは、リス
ボン地震のケースに較べていっそう複雑です。というのも、起こったのは天災ばかりではなく、これから 人類の命運にもかかわる原子力発電所の事故と絡み合っているからす。起こったことは複雑で、しかも一瞬の災 と喪失にとどまらず、放射性物質の拡散という持続的な災いをどのように斥けていくべきなのかという長期的な問題を含んでいます。その点でも、起こったこ がもたらした終末 予兆には特異なも があります。　
この深刻さのために、とくに原発事故 その意味を語る
言語は、真っ二つ 分かれてしまいました。一方では、安全を強調し 出来事をつねに過小に報道するマスメディアと、他方でマスコミに対する不信を募らせ、細 い危機情報が飛び交ったツィッターやフェイスブックなど ネット空間。この二つの言葉のあいだの断裂は、見ているかぎり、
その両極のどちらの言語によっても満たされるようには見えません。それでも、そのあいだを埋め、起こったことと向きあい、そこに言葉を与えることが、この一年に少しずつ進んで行きました。　
震災について考察した書籍は、たしかに依然として推進
派の自己弁明のようなものも紛れ込んでいるものの、総じて優れた本、この時期にこ という書物が数多く出ています。また、市民科学者として 生涯を全うした高木仁三郎さんの書物をはじめ、事故の発生とその深刻さを見通していた書籍は、いつ 間にか品切れ って たものも含めて、新しい輝きとともに復活してき した　
書籍は再生の力を持ちます。出版と う事業は、広い意
味では、人文学的な知の厚みを復活させる復興 仕事なのだと思わないではいられません。 かだ 小さな大学の出版会が、こん 大風呂敷を広げるの こっけいに見えるでしょうが、 本を作っていくという営みは、 そうした志 よてこそ成り立っているの す。
（いわさき・みのる
　
東京外国語大学出版会編集長）
イ
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【ハッチポッチ】店長のおすすめ本
●『孫子』　上下　講談社　海音寺潮五郎
　初めて読んだのは中学生の頃、その後社会人になっても幾度となく読み続けている歴史小説。ビジネス書や小
説・漫画などで様々題材になっているのでご存じの方も多いと思います。
　ちょっと、ドロドロとした復讐劇の様相もありますが、モノの考え方や柔軟な姿勢、規律などの重要性も教え
てくれ、様々な故事やことわざなどの語源を知ることもでき、多くのことを今でも学んでいます。混乱の時代に
なにができるのか？　ぜひ、機会があったらご一読ください。
東京外国語大学生活協同組合　購買書籍部ハッチポッチ
TEL042-354-3062　 http://www.univcoop.jp/tufs
店舗ではさまざまなフェアをおこなっています
　春は、先生方からの「是非読んでほしい本」や、大学生になったら読んでおきた
い本のフェア、各出版社によるテーマ別フェア、就職書・語学書・TOEIC・旅行書・
クリスマスフェアなど季節やテーマを決めて様々開催しています！　新学期は文具
やお菓子・飲料のセールなども一緒にやっています！　様々な場面で、様々な提案
をしている《ハッチポッチ》へ、ぜひご来店ください。
読書マラソンのお誘い
「読書マラソン」は、本を継続的に読み、大学生活 4年間で 100 冊以上を目指そう、
という大学生協全体の企画です。東外大生協では 2005 年からこの取り組みを行っ
ています。
　ただ読むだけでなく、感想文（コメントカード）を書くことによって理解を深め
ることができます。またそのカードを店舗に展示することで、その本を他の人にも
紹介でき、知識の共有と、コミュニケーションを深めることにもつながります。
東京外国語大学　読書マラソンコメント大賞　　
　大学生協では、朝日新聞の協力のもと、全国コメント大賞を年に１回実施しています。
　これは全国の生協から応募されたコメントの中から、優れたコメントカードのNo.1
を決めるものです。この企画に連動して 2009 年より「東京外国語大学　独自コメント
大賞」を毎年開催しています。
　2011 年度には、正式に大学と生協との共同企画としてスタートをいたしました。毎
年多くのコメントを頂戴し、その中から【学長賞】【図書館長賞】といった優秀コメン
トを、亀山学長との懇談をまじえて表彰しています。学長との懇談では、その場にいな
いと聞けないようなことも多く、受賞者の皆さんは感銘を受けています。
　学長の言葉で印象的だったのは、第２回受賞式で「若い時代に読んだ本も、読み直すとまた違うモノになる。
年代ごとに味わう中身が変化する」、「小説を読むことで、教養を高めることができる」、「どんな世界でも通じる
ブランドとしての〝文学・小説〟を読んでいれば、将来様々な場面で役に立つ。例えば世界中に翻訳されている
作家・村上春樹などを読めば、文学に対する情熱と、社会に出て役立つ教養を高めることができる」、と力説さ
れていました。
　読書のすばらしさ、文学の魅力、教養を身につける力、人に伝える文章力を養う、そんな「東京外国語大学　
独自コメント大賞」に是非、ご参加ください！
2011 年度受賞式の様子
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「ハッチポッチ」ってどんなお店
外大生はどんな本を読んでいるの？
　学生のみなさま、ご入学、ご進級、おめでとうございます。東京
外国語大学生協購買書籍部〈ハッチポッチ〉は昨年 9月に店舗改
装を行い、明るく、使いやすくなりました。書籍・文具・パソコン
と勉学生活をサポートする商品サービスに加え、毎日の生活に必要
な、パン・食品・飲料等も充実しました。
　これから、書籍を中心にご紹介させていただきます。
　より多くの皆さまが〈ハッチポッチ〉をご利用いただき、知識と
教養をより多く身につけていただくきっかけになればと思います。
東京外国語大学生活協同組合　店長　佐藤晋輔
●東京外国語大学生活協同組合　購買書籍部●
2011年度の売れ筋「文庫」
① モダンタイムス　上下 講談社 伊坂幸太郎
② 恋文の技術 ポプラ社 森見登美彦
③ 図書館戦争シリーズ 角川書店 有川浩
④ 変身 新潮社 カフカ / 高橋義孝訳
⑤ 悪霊 ２     光文社 ドストエフスキー / 亀山郁夫訳   
① ふしぎなキリスト教 講談社 橋爪大三郎 / 大澤真幸
② 原発のウソ 扶桑社 小出裕章
③ 武器としての決断思考 星海社 瀧本哲史
④ 独裁者の教養 星海社 安田峰俊
⑤ 先送りできない日本 角川書店 池上彰
　ハッチポッチという店舗名の由
来は定かではありませんが、色々
なサービスを提供している「ごっ
た煮」といった意味であるという
伝説？　があります。大学の中に
あるお店として、様々な商品を取
り扱っています。教習所や旅行も
受け付けています。
　新学期には、教科書・参考書を中心に様々な言語テキストを販売をしていますが、日常的に店舗では教養書籍
も取り揃えています。今回はそこから少し外れた文庫・新書などの BEST ５をご紹介いたします。
　文庫ではベストセラーだけではなくカフカの『変
身』や亀山郁夫学長の訳本『悪霊』が上位ランキン
グに入っているのが外大生らしいかと思います。語
学が好きで、海外文庫の翻訳者別で読み分け、原書
を自分で読む学生さんもいらっしゃいます。44 位
ぐらいにはこっそり『ムーミン谷の冬』なども入っ
ています。
　こちらも、やはり宗教や国際社会といった内容が
濃く出ていて外大生の趣向が見えてきます。勉学で
の語学書や専門書だけでなく、幅広く教養を高める
傾向があります。全国の大学生協生活実態調査の中
でも、外大生は年間書籍購入費用（教科書除く）が
上位なのです。外大生がいかに本好きなのかが分か
ります。さて、今年はみなさんはどのような本を読
まれますか？
専門書 雑誌
文具 飲料パン・米飯・お菓子
2011年度の売れ筋「新書」
ハッチポッチへ！いらっしゃいませ
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　この一年間（二〇一一年四月〜二〇一二年
三月）に出版された外語大の先生の著書・訳書のなかから主なものを紹介します。 （先生のお名前の五十音順）※書名／著編者名（訳者名）
／
出版社名
／
刊行年
月
／
税込価格
　　　　　　　　　　　
   （編集部）
◆荒川洋平先生『日本語多義語学習辞典
 名詞編
―
イメージで
わかる言葉の意味と使い方』
荒川洋平編著
　
ア
ルク
　
二〇一一年一一月
　
二九四〇円
ネットワーク図とイメージで視覚的に多義語を学習。認知言語学の理論から生まれた画期的な日本語辞典。
◆石井哲士朗先生『アンナ先生の言語学入門』アンナ・ヴェジビツカ著
　
小原雅俊、石井哲士朗、
 阿
部優子訳
　
東京外国語大学出版会
　
二〇一一年七月
　
二一〇〇円
ポーランドに生まれた気鋭の言 学者ア
ンナ・ヴェジビツカによる言語学入門書の初訳。
◆今福龍太先生『レヴィ＝ストロース
　
夜と音楽』
今福龍太著
みすず書房
　
二〇一一年七月
　
二九四〇円
レヴィ
=
ストロースとは何者か。遺さ
れた途方もなく深い森を探索し、夜の豊かなざわめきから、野生の音楽を響かせる、創造的入門書。その他二〇一一年一〇月には『薄墨色の文法―物質言語の修辞学』
（岩波書店）を出版。二〇一二
年二月には『津波の後の第一講』
（岩波
書店）を編著者として出版。
◆岩崎務先生『ニューエクスプレス
 ラテン語《
CD
付》 』
岩崎務著
　
白水社
　
二〇一一年一一月
　
二七三〇円
『
C
Dエクスプレス
　
ラテン語』をリ
ニューアル。新録音で生のラテン語をたっぷりお楽しみ下さい。
◆岩崎稔先生『カルチュラル・スタディーズで読み解くアジア』岩崎稔、吉見俊哉、
 陳光興編
　
せりか書房
　
二〇一一
年七月
　
三一五〇円
二〇〇九年に開催されたカルチ ラル・
タイフーンのなかから生まれ出たアジア最新論集。 そ 他二〇一一年四月には
『東
アジアの記憶の場』
（河出書房新社）を
共著者として出版。
◆宇戸清治先生『パンダ（物語の島
　
アジア） 』
プラープダー・ユン著
　
宇戸清治訳
　
東京外国語大学
出版会
　
二〇一一年四月
　
二三一〇円
タイのポストモダン文学の旗手が放つ、真摯にして滑稽、ペーソスと現代文明批評に溢れた傑作長編。その他二〇一一年四月には『そ まま使える！
　
タイ語会
話表現集』
（東洋書店）を共著者として
出版。
◆河路由佳先生『日本語教育と戦争
―
「国際文化事業」の理
想と変容』河路由佳著
　
新曜社
　
二〇一一年一一月
　
四五一五円
日本の国際連盟脱退を機に始まった「国際文化事業としての日本語教育」の理想が総力戦体制下でいかに変容し、戦後に生き延びたかを明らかにする。
◆金富子先生『継続する植民地主義とジェンダー
―「国民」
概念・女性の身体・記憶と責任』金富子著
　
世織書房
　
二〇一一年一〇月
　
二五二〇円
外語大の先生の新刊棚
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日本社会や韓国社会に現れた継続する植民地主義とジェンダーの関係性を分析。
◆工藤光一先生『深層のフランス（二宮宏之著作集
 第２巻） 』
二宮宏之著
　
福井憲彦、林田伸一、工藤光一編
　
岩波
書店
　
二〇一一年四月
　
八八二〇円
フランス、そしてヨーロッパの基層文化を語り分析する作品。その他『二宮宏之著作集（第３巻─第５巻） 』
（岩波書店）
を共編者として出版。
◆桑田光平先生『ロラン・バルト―偶発事へのまなざし』桑田光平著
　
水声社
　
二〇一一年一二月
　
二六二五円
昨年『ロラン・バルト
　
中国旅行ノート』
（ちくま学芸文庫）を翻訳した俊英の手になる瞠目のバルト論。
◆酒井啓子先生『 〈アラブ大変動〉 を読む―民衆革命のゆくえ』酒井啓子編
　
東京外国語大学出版会
　
二〇一一年八月
一五七五円
マスメディアが伝えない「アラブの春」の実態と、世界への波及を分析する先端的論集。
◆佐藤公彦先生『神の子
 洪秀全
―
その太平天国の建設と滅亡』
ジョナサン・
D・
スペンス著
　
佐藤公彦訳
　
慶應義塾
大学出版会
　
二〇一一年一二月
　
六九三〇円
新資料に基づく緻密な分析と、精神世界にまで踏み込む大胆な筆致で太平天国を語る決定版。
◆佐野洋先生『英作文なんかこわくない
―
日本語の発想で
マスターする英文ライティング』猪野真理枝、佐野洋著
　
馬場彰監修
　
東京外国語大学
出版会
　
二〇一一年四月
　
一八九〇円
T
O
E
I
Cの勉強だけでは見落としが
ちな「英作文」能力を向上させ 、大学生・ビジネスパーソン向けの学習書。
◆柴田勝二先生『村上春樹と夏目漱石
―
二人の国民作家が描
いた〈日本〉 』柴田勝二著
　
祥伝社
　
二〇一一年七月
　
八六一円
夏目漱石と村上春樹は、日本をどのように見ていたのか、この国で形を変えて繰り返されるもの 、新たに生まれたものを見ていく。
◆関口時正先生『チェスワフ・ミウォシュ詩集』
チェスワフ
 ミウォシュ著
　
関口時正、沼野充義編
成文社
　
二〇一一年一二月
　
二一〇〇円
チェスワフ・ミウォシュの生誕一〇〇年を記念して編まれた訳詩集。その他二〇一二年三月に『ショパン全書簡
 
1
8
1
6〜
1
8
3
1年
―
ポーランド時
代』
（岩波書店）を共訳者として出版。
◆高島英幸先生『英文法導入のための「フォーカス・オン・フォーム」アプローチ』
高島英幸編著
　
大修館書
店二〇一一年五月
　
二三一〇円
基礎・基本となる文法説明と言語活動を中心として、総合的に四技能を扱うための具体例を多く提案。その他二〇一一年六月に『プロジェクト型外国語活動の展開―児童が主体となる課題解決型授業と評価』
（高陵社書店） を共著者として出版。
◆鶴田知佳子先生『Let's talk business!　「何とぞよしなに」っ
て、英語で言えますか？』パトリック・ハーラン、鶴田知佳子著
　
N
H
K出版
　
二〇一二年三月
　
一二六〇円
N
H
K『実践！
　
英語でしゃべらナイ
ト』 の人気コーナー 「丸の内
Z
E
N問答」
待望の書籍化！
・ミウォシュ
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◆投野由紀夫先生『プログレッシブ英和中辞典〔第５版〕 』瀬戸賢一、 由紀夫編
　
小学館
　
二〇一二年二月
　
三六七五円
コーパスを駆使した充実の用例とコロケーション
(
連語
)
情報を満載。実用性
の高い成句・句動詞を徹底収録。
◆床呂郁哉先生
　
河合香吏先生
　
『ものの人類学』床呂郁哉、河合香吏編
　
京都大学学術出版会
　
二〇一一年四月
　
四四一〇円
斬新な方法・視点と溌剌とした議論が生み出す鍵概念が、人類学の新しい可能性を示す。
◆豊島正之先生『ひですの経』
折井善果、豊島正之、白井純解説
　
八木書店
　
二〇一一年一一月二四一五〇円
江戸時代初期に長崎で印刷された「ひですの経」を高精細カラー版で影印。
◆永原陽子先生『生まれる歴史、創られる歴史
―
アジア・ア
フリカ史研究の最前線から』
永原陽子編
　
刀水
書房
　
二〇一一年四月
　
三〇四五円
アジア・アフリカ各地の言語で書かれた
文書や、調査で得られた体験者の記憶を駆使して「歴史」の生成過程を分析した論考集。
◆中山智香子先生『北京のアダム・スミス―
21世紀の諸系譜』
ジョヴァンニ・アリギ著
　
中山智香子訳
　
作品社
　
二〇一一年四月
　
六〇九〇円
東アジアの経済的復興と新たな〈世界システム〉への転換を、アダム・スミスの経済発展理論をもとに壮大な歴史的視野から分析。
◆西井凉子先生『時間の人類学―情動・自然・社会空間』西井凉子編
　
世界思想社
　
二〇一一年四月
　
四〇九五円
ミクロ分析は人間認識にどれほどの生産的展望を呈示できるか、時間論的視座から応答する刺激的論文集。
◆西谷修先生『 〝経済〟を審問する
―
人間社会は〝経済的〟
なのか？』西谷修、アラン・カイエ、金子勝著
　
せりか書房
　
二〇一一年六月
　
二一〇〇円
二〇〇八年秋の世界金融恐慌とは何だったのか。折から襲った大災厄の後に、ありうべき社会の〝復興〟の原理を問う。
◆丹羽京子先生『タゴール
 （
C
entury B
ooks ―人と思想） 』
丹羽京子著
　
清水書院
　
二〇一一年五月
　
八九三円
偉大な詩人タゴールの軌跡を描き出し、その今日的な意味を問う。
◆野村恵造先生『コアレックス英和辞典〔第２版〕 』野村恵造編
　
旺文社
　
二〇一一年一〇月
　
二九四〇円
日常学習から受験対策まで使える高校生のための中級学習英和辞典。
◆野本京子先生『市場と農民
　
 「生活」 「経営」 「地域」の主
体形成』
野本京子著
　
農山漁村文化協会
　
二〇一一
年一二月
　
二七三〇円
現代社会への転形期とされる両大戦間期、市場の荒波に地域や農民はいかに対抗し力をつけたか。
◆舩田クラーセンさやか先生『T
he O
rigins of W
ar in M
ozam
bique
A
 H
istory of U
nity and D
ivision 』
舩田クラーセンさやか著
　
長田雅子訳
　
御茶の水書房
二〇一二年二月
　
一四〇七〇円
二〇〇七年に刊行された「モザンビーク解放闘争史」の英訳版。
79
◆前田和泉先生『白い、白い日』アルセーニイ・タルコフスキー著
　
前田和泉訳、鈴木
理策写真
　
エクリ
　
二〇一一年一一月
　
二六二五円
アンドレイ・タルコフスキー監督の映画「鏡」 「ストーカー」 「ノスタルジア」で朗読される父、アルセーニイの詩、二五篇を収録。
◆町田和彦先生『世界の文字を楽しむ小事典』町田和彦編
　
大修館書店
　
二〇一一年一一月
　
二七三〇円
人と文字が織りなす歴史ドラマ一〇テーマを収録。世界の現役文字四四の簡略な紹介も。その他二〇一一年四月に『ふしぎ？
　
おどろき！
　
文字の本〈一〉
―
〈三〉 』
（ポプラ社）を監修。
◆三宅登之先生『中級中国語
　
読みとく文法』
三宅登之著
　
白水社
　
二〇一二年二月
　
二二〇五円
一通り学んだのにいまひとつ全体像がつかめない、という人にぴったりの読む文法書。
◆八木久美子先生『グローバル化とイスラム
―
エジプトの「俗
人」説教師たち』
八木久美子著
　
世界思想社
　
二〇一一年九月
　
二四一五円
エジプトを舞台に、普通のムスリムがグローバル化の波にどう対応してきたかをいきいきと伝える。
◆柳原孝敦先生『ブエノスアイレス食堂』カルロス・バルマセーダ著
　
柳原孝敦訳
　
白水社
　
二三一〇円
故郷喪失者のイタリア人移民の苦難の歴史と、アルゼンチン軍事政権下の悲劇が交錯する異色小説。
◆吉枝聡子先生『ペルシア語文法ハンドブック』吉枝聡子著
　
白水社
　
二〇一一年六月
　
四四一〇円
文字と発音から口語表現、敬語表現まで詳しく解説。待望久しい本格的文法書。
◆李孝徳先生『いのちと責任―対談
 高史明・高橋哲哉』
高史明、高橋哲哉著
　
李孝徳編
　
大月書店
　
二〇一二
年二月
　
二一〇〇円
在日朝鮮人と日本人、仏教と西洋哲学―自らを深くえぐりながら現実の問題に真摯に向きあうふたりの鋭く そ てあた
たかい対話。
◆和田忠彦先生『時は老いをいそぐ』アントニオ・タブッキ著
　
和田忠彦訳
　
河出書房新社
二〇一二年二月
　
二三一〇円
ベルリンの壁崩壊後、黄昏ゆくヨーロッパで自らの記憶と共に生きる人々を静謐な筆致で描いた最新短篇集。その他二〇一一年四月にカルヴィーノ『
 アメ
リカ講義―新たな千年紀のための六つメモ』
（岩波書店）を共訳出版、
『日本と
イタリア
―
芸術と対話』
（東京外国語大
学出版会）を監修、二〇一一年五月にタブッキ『他人まかせの自伝―あとづけ詩学』
（岩波書店）を共訳出版。
外語大の先生の新刊棚
